




代謝異常スクリーニングで発見された患者,あるいは臨床的に代謝異常を疑われた患者の

生化学的分析法の研究として,本年度は安定同位元素を用いた,人間の in vivo の代謝研究

について報告する。代謝異常の分析には,酵素活性測定が大切だが,適当な組織資料の得ら

れないことが多い。そのため代謝異常のある径路の,特定の物質の濃度測定を行うのだが,

物質の濃度変化の測定のみでは,必ずしも代謝変動を正確に把握出来ないことがある。そこ

で,われわれは,安定同位元素を用い,物質の代謝回転も知り,代謝変動をより正確に把握す

る研究を行った。 


